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建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
は
10
月

22
日
に
神
奈
川
ル
ー
ト
1
陣
の
最

高
裁
弁
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
判
決
日
に
関
し
て
は
「
追
っ

て
指
定
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

11
月
27
日
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

訴
訟
全
国
連
絡
会
の
行
動
と
し

て
、
最
高
裁
前
で
の
早
朝
宣
伝
に

取
り
組
み
、
原
告
を
先
頭
に
弁
護

団
、
支
援
組
合
の
メ
ン
バ
ー
約
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
、
最

高
裁
前
で
の
行
動
は
コ
ロ
ナ
禍
が

あ
る
中
で
も
、
6
度
行
な
っ
て
き

ま
し
た
。

こ
の
日
も
、
最
高
裁
前
に
「
提

訴
12
年

最
高
裁
は
被
害
の
実
態

を
受
け
止
め

早
期
に
全
面
救
済

の
判
決
を
！
」
と
書
か
れ
た
横
断

幕
を
掲
げ
、
出
勤
し
て
く
る
職
員

た
ち
に
、
10
月
22
日
の
最
高
裁
弁

論
で
の
栗
田
博
子
さ
ん
（
遺
族
原

告
）
の
意
見
陳
述
の
抜
粋
が
掲
載

さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
ま
し

た
。ま

た
、
マ
イ
ク
で
「
一
日
千
秋

の
思
い
で
待
つ
原
告
に
救
済
判
決

を
」
「
『
追
っ
て
指
定
』
は
原
告

に
と
っ
て
は
生
殺
し
に
あ
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の
。
一
日
も
早
い
判

決
を
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

豊
島
支
部
の
桑
山
社
保
対
部
長（
左
）は

米
倉
都
議
か
ら
署
名
を
受
け
取
る

最高裁前での早朝宣伝

東
京
土
建
は
、
東
京
都
連
傘
下

の
組
合
と
協
力
し
て
毎
年
都
議
会

議
員
の
皆
さ
ん
に
、
「
建
設
国
民

健
康
保
険
組
合
へ
の
東
京
都
補
助

金
に
つ
い
て
の
賛
同
署
名
」
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
賛
同
署
名
を

い
た
だ
い
た
議
員
は
以
下
の
皆
さ

ん
（
11
月
30
日
現
在
、
2
3
3
6

号
で
83
人
は
す
で
に
掲
載
）で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
要
請
を
す
す
め

ま
す
。

【
文
京
区
】
増
子
博
樹
（
都
）
、

中
尾
文
孝
（
自
）

【
台
東
区
】
保
坂
真
宏
（
都
）

【
江
東
区
】
山
﨑
一
輝
（
自
）
、

細
田
勇
（
公
）

【
板
橋
区
】
木
下
富
美
子
（
都
）、

平
慶
翔（
都
）、
宮
瀬
英
治（
立
）

【
豊
島
区
】
本
橋
弘
隆
（
都
）
、

長
橋
桂
一（
公
）、
米
倉
春
奈（
共
）

【
港
区
】
入
江
伸
子
（
都
）

【
千
代
田
区
】
樋
口
高
顕
（
都
）

【
中
央
区
】
西
郷
歩
美
（
都
）

【
品
川
区
】
山
内
晃
（
都
）

【
大
田
区
】
森
愛
（
都
）
、
栗
下

善
行
（
都
）
、
藤
井
一
（
公
）
、

遠
藤
守（
公
）、
藤
田
綾
子（
共
）、

神
林
茂（
自
）、
鈴
木
章
浩（
自
）、

鈴
木
晶
雅
（
自
）

【
目
黒
区
】
伊
藤
悠
（
都
）
、
星

見
定
子
（
共
）

【
渋
谷
区
】
龍
円
愛
梨
（
都
）

【
武
蔵
野
市
】
鈴
木
邦
和
（
都
）

【
北
多
摩
第
3
】
林
明
裕
（
自
）

【
立
川
市
】
増
田
一
郎
（
都
）

【
昭
島
市
】
内
山
真
吾
（
都
）

【
西
多
摩
】
清
水
康
子
（
都
）

【
小
金
井
市
】
辻
野
栄
作
（
都
）

【
北
多
摩
第
2
】岡
本
光
樹（
都
）

【
府
中
市
】
藤
井
晃
（
都
）

【
八
王
子
市
】
滝
田
泰
彦
（
都
）

【
日
野
市
】
菅
原
直
志
（
都
）

【
南
多
摩
】
石
川
良
一
（
都
）

【
小
平
市
】
佐
野
郁
夫
（
都
）

【
西
東
京
市
】
石
毛
茂
（
都
）

＊
敬
称
略
、
＊
都
＝
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
、
共
＝
共
産
、
公
＝
公
明
、

自
＝
自
民
、
立
＝
立
憲
民
主

11
月
30
日
、
豊
洲
6
丁
目
現
場

（
元
請
・
清
水
建
設
）
で
、
東
京

土
建
本
部
と
都
心
部
連
携
協
議
会

参
加
支
部
総
勢
38
人
で
退
場
時
宣

伝
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
現

場
で
の
宣
伝
行
動
は
通
算
5
回
目

に
な
り
ま
す
。

こ
の
日
の
行
動
で
は
、
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
、
12
月

6
日
の
建
設
従
事
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
の
チ
ラ
シ
や
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル

な
ど
の
入
っ
た
袋
を
退
場
者
に
配

り
な
が
ら
、
ズ
バ
ッ
と
ア
ン
ケ
ー

ト
で
賃
金
や
現
場
の
コ
ロ
ナ
対
策

状
況
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た

冷
え
込
み
が
厳
し
い
中
、
温
か
い

飲
物
も
用
意
し
ま
し
た
。

現
場
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
朝

礼
、
詰
所
で
の
3
密
は
お
お
む
ね

「
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と
い
う

回
答
。
賃
金
で
は
、
昨
年
と
比
較

し
て
「
変
わ
ら
な
い
」
と
の
回
答

が
ほ
ぼ
3
分
の
2
を
占
め
ま
し

た
。
し
か
し
、「
電
気
・
40
代
・
経

験
11
〜
15
年
＝
1
・
2
〜
1
・
4

万
円
」
「
内
装
・
40
代
・
経
験
16

〜
20
年
＝
1
・
2
〜
1
・
4
万
円
」

な
ど
設
計
労
務
単
価
よ
り
著
し
く

低
い
金
額
で
あ
る
と
い
う
も
の
が

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
現
場
で
の
宣
伝
行
動
は
12

月
22
日
に
も
行
な
い
ま
す
。

都庁舎に向けてシュプレヒコール

2
0
2
0
年
第
4
回
都
議
会
本

会
議
が
11
月
30
日
開
会
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
東
京
地
評
、
都
民
連
、

東
京
社
保
協
は
昼
休
み
時
間
に
都

庁
第
1
庁
舎
前
で
集
会
と
宣
伝
を

1
0
8
人
（
東
京
土
建
は
60
人
）

の
参
加
で
行
な
い
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
荻
原
淳
東

京
地
評
議
長
は
「
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
を
抑
え
込
む
施
策
を
国
と
都
は

直
ち
に
行
う
べ
き
。
し
か
し
小
池

都
政
は
こ
れ
に
逆
行
す
る
都
立
病

院
等
の
独
立
法
人
化
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。撤
回
を
要
求
す
る
。

都
民
の
暮
ら
し
と
生
活
を
守
る
都

政
へ
転
換
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

各
団
体
か
ら
の
決
意
表
明
で

は
、
営
業
時
間
短
縮
要
請
で
廃
業

の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
飲
食

業
者
の
実
情
（
東
商
連
）
、
医
療

現
場
で
の
ひ
っ
迫
し
た
状
況
（
都

立
病
院
の
充
実
を
求
め
る
連
絡

会
）
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

行
動
に
参
加
し
た
練
馬
支
部
の

肥
野
信
彦
さ
ん
は
「
ま
ず
都
は
国

と
共
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
っ
か
り

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
障
害
者
・

高
齢
者
へ
の
福
祉
、
子
ど
も
の
教

育
へ
の
施
策
を
手
厚
く
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【
杉
並
・
書
記
・
喜
多
正
之
通

信
員
】
11
月
19
日
に
杉
並
支
部
会

館
に
約
30
人
が
集
ま
り
（
東
京
土

建
は
9
人
）
天
沼
診
療
所
長
の
竹

崎
三
立
医
師
を
講
師
に
杉
並
社
保

協
主
催
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

学
習
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
は
高

年
齢
層
だ
け
で
な
く
若
者
で
も
重

い
後
遺
症
を
患
う
人
も
い
て
油
断

で
き
な
い
こ
と
、
交
叉
免
疫
な
ど

諸
説
あ
る
が
、
マ
ス
ク
を
し
て
手

を
洗
う
こ
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
徹

底
が
有
効
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、治
療
法
の
確
立
が
死
亡

率
低
下
に
つ
な
が
る
一
方
、
自
死

す
る
人
が
急
増
し
て
い
る
問
題
で

は
、
貧
困
が
問
題
を
深
刻
化
し
て

い
る
と
説
き
、
消
費
税
の
8
％
増

税
後
の
経
済
状
況

に
も
触
れ
て
、
政

治
の
役
割
を
果
た

さ
せ
る
こ
と
が
大

切
と
の
こ
と
で
し

た
。質

疑
応
答
の
な

か
で
仲
間
か
ら
、

知
人
の
子
ど
も
が

39
℃
の
熱
を
出
し

て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

陽
性
、
親
も
38
℃

の
発
熱
が
あ
っ
た

の
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

公
衆
衛
生
の
体
制
整
備
が
不
可

欠
で
す
。
閉
会
の
挨
拶
は
杉
並
社

保
協
の
代
表
幹
事
の
鎗
田
登
美
雄

副
委
員
長
が
行
な
い
ま
し
た
。

従事者にアンケートをとる
江東支部の行動参加者

【
荒
川
・
書

記
・
船
橋
賢

一
通
信
員
】

11
月
25
日
、

全
建
総
連
東

京
都
連
荒
川

区
建
設
協
議

会
は
サ
ン
パ

ー
ル
荒
川
で

区
議
会
会
派

向
け
の
「
よ

り
良
い
公
契

約
を
考
え
る

学
習
会
」
を

行
な
い
ま
し

た
。
区
議
会
か
ら
6
会
派
、
来
賓

で
荒
川
区
労
連
、連
合
荒
川
、自
治

労
が
参
加
し
、総
勢
40
人
で
し
た
。

講
師
は
全
建
総
連
顧
問
弁
護
士

の
古
川
圭
一
弁
護
士
。
低
賃
金
労

働
を
背
景
に
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
劣
化
の
事
例
と
し
て
、
埼
玉
県

ふ
じ
み
野
市
の
市
営
プ
ー
ル
で
起

き
た
小
学
生
死
亡
事
故
な
ど
を
挙

げ
、
地
方
自
治
体
が
良
質
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は

低
賃
金
を
背
景
に
し
た
ダ
ン
ピ
ン

グ
受
注
を
排
除
す
る
重
要
性
を
指

摘
し
ま
し
た
。
荒
川
区
で
は
2
0

0
8
年
、
「
あ
ら
か
わ
遊
園
」
で

事
故
が
あ
り
、そ
の
背
景
に
は
、区

が
指
定
す
る
管
理
団
体
が
遊
園
業

務
の
一
部
を
他
の
業
者
に
再
委
託

し
、
非
正
規
職
員
が
業
務
を
担
っ

て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

荒
川
区
は
東
京
土
建
や
東
京
春

闘
共
闘
と
の
こ
こ
数
年
の
懇
談

で
、
条
例
制
定
に
否
定
的
な
姿
勢

で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
労
働
組
合
と
業
者
団
体

が
区
議
会
会
派
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
区
理
事
者
に
繰
り
返
し
要
請

を
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
に
な
り

ま
す
。

古川講師

学習会には30人が参加

求

人

アスベスト

都はコロナ対策急げ

全
面
救
済
判
決
を
早
く

全
面
救
済
判
決
を
早
く

都議会開会日に合わせ行動

原
告
先
頭
に
最
高
裁
前
で
宣
伝

公契約学習を実施
区議会６会派も参加し

豊
洲
現
場
で
５
度
目
の
行
動

３
密
回
避
は
良
好
も

荒
川

建設国保への補助金を求める

賛同都議は９６％超に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
徹
底
が
有
効

杉並

竹
崎
医
師
を
講
師
に
学
習


